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　平成２３年第２回稲敷市議会定例会が６月７日から１７日までの１１日間
にわたり開かれました。
　開会日に市長より提出された議案は、専決処分の承認案件１１件、条例
の改正案２件、各会計の補正予算案４件の１７議案、その他に報告案件７
件を含め合計２４案件でした。
　最終日には追加議案として人事案件７件が上程されたほか議員提案とし
て発議１件が提出されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
６月　７日（火） 開会

議案について市長の提案理由説明を受ける。（２４議案）
６月　８日（水） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
６月　９日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】

審査のため各常任委員会へ報告を除く議案１７件を付託する。
６月１０日（金） 常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】
６月１３日（月） 常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】
６月１４日（火） 常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

（今定例会の議事整理のため６月１５，１６日は休会）
６月１７日（金） 市長から議案７件が追加提出される。また、議員から発議１件

が追加提出される。
（休憩中、議会全員協議会を開催）
各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案１７件及び、継続審査中の請願１件に対して討論、採決を
行う。
追加議案・人事案件７件について、市長より説明を受け、議案ごとに
採決を行う。（人事案件は、申し合わせにより質疑、討論を省略）
議員提出議案の発議１件について、提出議員より説明を受け、
質疑、討論、採決を行う。
閉会
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第１号
平成 23年度財団法人稲敷市農業
公社事業の報告について

平成23年度事業計画及び平成22年度事
業・決算の報告

― 報　告

報告第 2 号
平成 22年度稲敷市一般会計予算
の繰越明許費繰越計算書について

東日本大震災（以下震災という）の他、
地域活性化・きめ細かな交付金事業など、
全32事業の繰越明許費の報告

― 報　告

報告第 3 号
平成 22年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計予算の繰越明許費繰
越計算書について

震災応急復旧事業費の繰越明許費につい
ての報告

― 報　告

報告第 4 号
平成 22年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の繰越明許費繰越
計算書について

震災応急復旧事業費、江戸崎・新利根・
東の各処理区管路事業費の繰越明許費の
報告

― 報　告
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平成平成２２３年 第２回 ３年 第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

東日本大震災復旧・復興中心
の補正予算を承認・可決
東日本大震災復旧・復興中心東日本大震災復旧・復興中心
の補正予算を承認・可決の補正予算を承認・可決

一般会計 専決補正予算（22・23年度）　１２億９,０６４万５千円を承認
一般会計 補正予算（23年度）　１８億７,８７０万円を可決

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 5 号
平成 22年度稲敷市水道事業会計
予算の繰越計算書について

震災の影響から工期が延長となった排水
管敷設工事費の繰越しを報告

― 報　告

報告第 6 号
平成 22年度稲敷市一般会計予算
の事故繰越し繰越計算書について

平成21年度繰越明許事業である第３分団
消防機庫建設事業を、震災の影響により
平成23年度への繰越しを報告

― 報　告

報告第 7 号
平成 22年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の事故繰越し繰越
計算書について

霞ヶ浦城南流域下水道整備事業県負担金
の事故繰越しにかかる報告

― 報　告

議案第29号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成22年度稲敷市一般会計
補正予算 (第７号 )）

震災被害施設の応急復旧経費中心に予算
総額を197 億 6648 万 9千円とする3月
25日付け専決処分

各常任委員会 原案承認

議案第30号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 22年度稲敷市農業集
落排水事業特別会計補正予算 (第
６号 )）

管路・処理施設等、震災応急復旧事業の
ため予算総額を5億 4325 万 8千円とす
る3月25日付け専決処分

産業建設 原案承認

議案第31号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成22年度稲敷市公共下水
道事業特別会計補正予算(第４号)）

管路清掃業務等、震災応急復旧事業のた
め予算総額を20億 2577万 4千円とする
3月25日付け専決処分

産業建設 原案承認

議案第32号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 22年度稲敷市水道事
業会計補正予算 (第２号 )）

震災による配水・給水管仮復旧経費、繰
越明許費等を補正する3月25日付け専決
処分
収益的収支予算総額：10億 6833万 6千円

産業建設 原案承認
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第33号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（稲敷市国民健康保険条例の
一部を改正する条例）

被保険者への出産一時金35万円に、暫定
的に上乗せされていた 4万円を恒久化し、
出産一時金を39万円に改正するもの

市民福祉 原案承認

議案第34号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成23年度稲敷市一般会計
補正予算 (第１号 )）

災害救助・災害対策関係事業、農林水産
施設の復旧事業費等を補正し、予算総額
を195億 931万 2千円とする4月1日付
け専決処分

各常任委員会 原案承認

議案第35号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 23年度稲敷市農業集
落排水事業特別会計補正予算 (第
１号 )）

震災応急復旧事業のため、管路清掃業務
及び予備費を増額し、予算総額を 4 億
1131 万 4 千円とする 4月 1 日付け専決
処分

産業建設 原案承認

議案第36号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成23年度稲敷市公共下水
道事業特別会計補正予算(第１号)）

災害査定業務や被害管路調査工事経費、
及び予備費等を補正し、予算総額を19億
3620万 4千円とする4月1日付け専決処
分

産業建設 原案承認

議案第37号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 23年度稲敷市水道事
業会計補正予算 (第１号 )）

震災による配水・給水管修繕仮復旧経費
を補正する4月1日付け専決処分
収益的収支予算総額：11億1845万 2千円

産業建設 原案承認

議案第38号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（稲敷市農地及び農業用施設
災害復旧事業分担金徴収条例）

市が事業主体として実施する、震災によ
る農地、農業用施設等の災害復旧事業に
係る受益者分担金の徴収条例を新規制定
する

産業建設 原案承認

議案第39号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（稲敷市税条例の一部を改正
する条例）

震災被災者の個人住民税及び軽自動車税
の減免、雑損控除特例等を設ける改正

市民福祉 原案承認

議案第40号
稲敷市国民健康保険税条例の一部
改正について

国民健康保険税の賦課限度額の改正 市民福祉 原案可決

議案第 41号
稲敷市災害弔慰金の支給等に関す
る条例の一部改正について

震災被災者への災害弔慰金支給のための
改正

市民福祉 原案可決

議案第42号
平成 23年度稲敷市一般会計補正
予算（第２号）

震災の本格的復旧を目指した補正として、
予算総額を213億 8801万 2千円とする

各常任委員会 原案可決

議案第43号
平成 23年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第２号）

処理施設及び管渠等の震災復旧費として、
予算総額を8億 4831万 4千円とする

産業建設 原案可決

議案第44号
平成 23年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第２号）

国の補助内示額の減と災害復旧工事費の
増により、予算総額を26億 5335万 4千
円とする

産業建設 原案可決

議案第45号
平成 23年度稲敷市水道事業会計
補正予算 (第２号 )

震災による災害本復旧経費を補正
資本的収入予算総額：3億 7399万 8千円
資本的支出予算総額：8億1210万 5千円

産業建設 原案可決

議案第46号 教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任命
西　代　　姥　貝　　　守

― 原案同意

議案第47号
稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務
組合公平委員会委員の選任につい
て

公平委員会委員の選任
阿見町　　藤　田　英　雄　（再任）

― 原案同意
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受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第 1 号
（H23．2．9）

ＴＰＰ交渉参加反対に関
する請願書

稲敷市江戸崎甲 3016 番地の 3
稲敷農業協同組合
代表理事組合長　根　本　　脩

産業建設 採　　 択

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第48号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員の選任
江戸崎　　卯　月　好　男

― 原案同意

議案第49号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員の選任
上根本　　本　橋　幹　夫

― 原案同意

議案第50号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員の選任
神宮寺　　塚　本　善　和

― 原案同意

議案第51号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員の選任
阿波崎　　黒　田　利　仁

― 原案同意

議案第52号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員の選任
土浦市　　石　上　康　夫　（再任）

― 原案同意

発議第 4 号
ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見
書

提出者　　篠　崎　力　夫 ― 原案可決
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災
対
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を
問
う

坂
本
教
育
長 

危
険
防
止
に
最
善
策
を
講
じ
る

当市の出生数は全国 809 市
区の中で 657 位、出生率は

755 位という下位にあり、子供た
ちの将来の納税負担が重くなること
等が危惧される現状である。
　第二子・第三子を持ちたいと思え
るような施策が今必要であり、県内
13市町村で実施している第二子以
降への支援事業や企業誘致・各産業
の後継者育成等の施策実現を願いた
い。

少子化・子育て問題は国や

市にとって大切な問題です。

現在は第二子以降への市独自の施策

は未実施ですが、中学生までの医療

費無料化や各種予防接種への助成を

行っており、今後は先進事例や費用

対効果を調査して、出産祝い金事業

の実施等を検討していきます。

岡沢 市長

第二子・第三子が持てる施策の実現を
田口市長  出産一時金事業等を検討

教
育
長

こども園えどさき夕涼み会



根 本　 保
議　員

7 稲敷市議会だより　第25号

市
政
を
問
う

東
日
本
大
震
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に

よ
る
被
災
地
は
地
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、
液
状
化
、
原
発
事
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に
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う
風
評
被
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ど
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重
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の
苦
労
を
背
負
っ
て

い
る
。
市
の
農
作
物
風

評
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
全
員
協
議
会
で
も
要

望
し
た
と
お
り
、
鉾
田
市

が
行
っ
た
地
場
産
品
の
安

全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ

ラ
シ
作
成
の
よ
う
に
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
鹿
嶋
市
学
校
給
食

で
の
県
内
産
食
材
使
用

の
見
送
り
が
報
道
さ
れ

た
。
実
際
に
は
安
全
な
食

材
は
県
内
産
も
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
風
評
被

根
本

害
の
助
長
が
心
配
さ
れ
た
。

当
市
で
は
、
給
食
に
対
す

る
問
合
せ
は
ど
れ
く
ら
い

あ
っ
た
の
か
。

　

市
長
に
は
人
脈
を
活
用

し
て
風
評
被
害
対
策
を
呼

び
掛
け
て
ほ
し
い
。

市
内
農
産
物
の
安

全
性
ア
ピ
ー
ル
の

た
め
、
西
代
地
区
大
型
店

舗
や
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
で

行
な
わ
れ
た
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
復
興
支

農
作
物
風
評
被
害
へ
の
対
策
は

田
口
市
長 
安
全
性
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
る

亀有商店街で行われた震災復興支援イベントに参加（東京都葛飾区）

援
ゲ
ー
ム
等
で
野
菜
販
売

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
の
チ
ラ
シ
等
を

参
考
に
、
当
市
で
も
安
全

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
県

市
長
会
、
町
村
会
等
へ
も

働
き
か
け
、
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

坂
本
教
育
長 

安
全
な
地
場
食
材
を
利
用

学
校
給
食
に

対
す
る
市
の

方
針
は
、
安
全
な
地
場
の

食
材
利
用
で
あ
り
、
学

校
・
園
に
は
時
々
心
配
の

問
合
せ
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
直
接
教
育
委
員
会
へ

の
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
暫
定
規
制
値
を

下
回
っ
て
い
る
安
全
性
の

確
認
で
き
た
食
材
を
使
い
、

引
き
続
き
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

教
育
長



篠 田 純 一
議　員

8稲敷市議会だより　第25号

一
般
質
問

小学校再編後期計画の早期着手を
田口市長  早急に検討していく

現在、学校再編整備は平成 21年度策定の実施計画に基づき、前期計画が進めら
れている。しかし、学年児童数が 1桁の小学校が５校もあり、後期計画対象の

学校には複式学級やクラスに男子児童のみという現状が見られる。小規模校だからこそ
の良い点もあるが小規模校では達成しにくい教育目標もあり、後期計画の前倒しによる
早期対応が必要ではないか。
　小規模校との対応が可能な学校から再編統合を始め、地区モデルとしての計画推進を
図ってはどうか。桜川地区での古渡小案や中学校の統廃合計画はないのかを尋ねる。

前期５年の学校再編整備実施計画では江戸崎・新利根地区、

後期では桜川・東地区の適正配置を進める計画です。

　現在、江戸崎小学校への３校統合のための耐震化と大規模改修が

完了し、新利根地区では３校新設統合の設計を実施中です。

　計画策定時の想定以上の急激な児童数減少もあり、学校再編は緊

急に取り組むべき最重要課題であり、早急に検討したいと考えてい

ます。

　地元意見が分かれていることも承知していますが、候補地等は地元

やＰＴＡ、議員等の話をよく伺って決めたいと思います。また、中

学校の統廃合は、小学校統廃合の進捗状況によって進めていきます。

篠田

市長

新利根地区新設小学校計画で進められるワークショップ



山 口 清 吉
議　員

このほか介護保険料・利用料軽減等の質

問がありました。

9 稲敷市議会だより　第25号

市
政
を
問
う

市
民
へ
の
生
活
支

援
や
建
築
業
者
へ

の
仕
事
の
提
供
、
ま
た
経

済
回
復
を
目
指
し
て
、
自

己
所
有
住
宅
の
増
改
築
費

用
の
一
定
割
合
を
補
助
す

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

山
口

金
制
度
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　

秋
田
県
や
県
内
9
市
町

で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、

震
災
被
災
住
宅
も
含
め
て

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
の
導
入
を

田
口
市
長 
早
急
な
制
度
創
設
は
考
え
て
い
な
い

市
長

市民は水道水や砂場、野菜など
の放射能被害を非常に心配して

いる。市では定時定点での放射線量測定
を実施し、防災無線やホームページ等の
あらゆる広報物を活用して、市民に理解
しやすく正しく公表すべきではないか、
市の考えを問う。

県から交付された測定器を利用

し、毎週月曜日は教育部局で、

火曜日から金曜日は各庁舎で午前・午後

に測定を行っています。また県も第２・

第４水曜日に江戸崎庁舎で移動測定を実

施しており、いずれの結果も市ホーム

ページ、各庁舎への掲示、市内ショッピ

ングセンター４カ所の災害掲示板及び火

曜・金曜の防災無線放送で広報していま

す。できるだけ文面でわりやすく、健康

との関連性を周知していきます。

定時定点の放射線量測定を望む
市民生活部長  測定と広報を実施

山口

部長

震
災
後
、
制
度
を

中
止
し
た
自
治

体
等
も
あ
り
、
現
在
は
県

内
６
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
財
源
確
保
や

個
人
資
産
を
高
め
る
た
め

の
支
援
で
あ
り
、
早
急
な

制
度
創
設
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

福
祉
や
防
災
、
環
境
等

の
施
策
目
的
と
連
携
し
、

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な

が
る
助
成
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各庁舎での定時定点測定



堀 口 正 良
議　員

10稲敷市議会だより　第25号

一
般
質
問

防災体制のあり方を問う
田口市長  危機管理体制を強化

新
利
根
川
に
は
13

の
橋
が
架
か
っ
て

い
る
が
、
今
回
の
大
震
災

に
お
い
て
は
、
橋
と
道
路

の
段
差
や
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
亀
裂
等
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　

橋
の
重
要
性
を
踏
ま
え

れ
ば
、
応
急
的
な
処
置
、

あ
る
い
は
大
規
模
改
修
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

橋
梁
の
管
理
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

堀
口

市
内
の
橋
長
15

メ
ー
ト
ル
以
上
の

橋
梁
80
橋
に
つ
い
て
、
平

成
21
・
22
年
度
に
点
検
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
点
検
調
査
の

結
果
に
基
づ
き
、
80
橋
の

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
、
国
の
承
認
を
受
け

た
後
、
修
繕
あ
る
い
は
架

け
替
え
工
事
等
の
計
画
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

新
利
根
川
に
架
か
る
市

管
理
の
９
橋
に
つ
い
て
も
、

修
繕
計
画
の
中
に
位
置
づ

け
て
い
く
予
定
で
す
。

橋
の
大
規
模
改
修
実
施
を

産
業
建
設
部
長 

橋
の
長
寿
命
化

修
繕
計
画
を
策
定

老朽化の進む伊佐部橋

今回の大震災は、一概に天災とし
ては片づけられない行政の身構え、

心構えが必要ではなかったかと思う。それ
には危機管理を常に保っていることが大事
であると考える。
　市のとった初動体制、防災体制が万全で
あったのか、また、災害対策本部のあり方
について、市長の考えを伺う。

今回の震災は、稲敷市における災

害対策において極めて重要な教訓

をもたらしたと思っています。これまでの

災害想定、地域防災計画をはじめ、さまざ

まな対応マニュアルを見直さなければなら

ず、早急に危機管理体制の強化をしていき

たいと思います。

堀口 市長

部
長



松 戸 千 秋
議　員

11 稲敷市議会だより　第25号

市
政
を
問
う

当市の幼稚園・小学校・中学校の
校庭の放射線量測定の取り組みに

ついて伺いたい。

５月 25 日に市内全学校等施設の

放射線量の測定を開始しました。

測定結果は文部科学省が示している一時間

あたり 3.8 マイクロシーベルトの基準を下

回っており、健康に影響の出る範囲ではあ

りませんでした。

　今後は、市内全学校等の校庭における放

射線量の測定を週一回継続して行い、結果

については、学校を通じて保護者の皆様へ

の通知及び市のホームページ等で公表を

行っていきます。

　また、子どもの安全確保や保護者の不安

解消に向けて、市主催による家庭教育学級

等の講演会を開催したいと考えています。

高
齢
者
の
生
活
と

命
を
守
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

人
々
の
連
携
や
協
力
体
制

を
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
と
し
て
の
意
見
を

聞
き
た
い
。

松
戸

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
防
水
型
ペ
ン

ダ
ン
ト
に
変
え
る
べ
き
と

考
え
る
。
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
希
望
す
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
及
び
障
が

い
者
全
員
に
拡
大
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

 

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

田
口
市
長 

地
域
に
密
着
し
た
支
援
を
強
化

学校の放射線量測定の状況は
坂本教育長  週一回測定・ホームページ等で公表

松戸

社
会
福
祉

分
野
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
に
密
着
し
た

援
助
活
動
の
強
化

教育長

と
組
織
支
援
を
、
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

ペ
ン
ダ
ン
ト
に
つ
い
て
は

防
水
型
製
品
の
製
造
が
な

い
現
況
で
す
が
、
事
業
者

に
改
善
要
望
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

対
象
者
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ほ
か
の
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
の
条
件
と
も
関

連
し
ま
す
の
で
、
慎
重
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
長

教育施設の放射能測定を毎週実施



柳 町 政 広
議　員

12稲敷市議会だより　第25号

一
般
質
問

平成 21年に施行された改正農地法を適切に運営し、法制度で強化された遊休農
地対策と相まって全国に広がる荒廃した状態の耕作放棄地の再生を図ることが

急務となってきたところである。
　稲敷市の耕作放棄地及び耕作放棄地放牧の現状と、今後の対応並びに展望を伺いたい。

耕作放棄地の再生を
田口市長  耕作放棄地利活用促進事業を実施

柳町

農業委員会局長  指導・勧告を実施

当市においては、平成 21 年 12 月に稲敷市耕作放棄地対策協

議会を設立し、耕作放棄地の再生に向けた検討、対策を推進

しています。また、今年度より新たに耕作放棄地利活用促進事業を実

施し、放棄地解消者への補助金交付により、一層の耕作放棄地解消を

促進することとしました。

　現在、牛を活用した耕作放棄地対策については、電気牧柵による放

牧面積が 1.1 ha となっています。

　今後も、耕作放棄地対策協議会を中心として、多面的角度から耕作

放棄地解消を進めていきます。

市長

農業委員会では、農地の利用状況について昨年 11 月に現地調

査を実施した結果、農用地区域内で 85ha、農用地区域外の面

積もあわせると 478 ha が耕作放棄地となっていることが、判明して

います。

　今後は、耕作放棄地の所有者に対し「農地の農業上の利用増進を図

ること」「自ら耕作するか、誰かに貸して耕作してもらう」等の指導

や勧告を、順次実施したいと考えています。

局長

放牧による耕作放棄地活用



山 本 彰 治
議　員

13 稲敷市議会だより　第25号

市
政
を
問
う

市長は３月定例会の施政方針で、
企業への営業活動においては、稲

敷市を知ってもらい、行政への信頼感を
持ってもらう創意工夫に努め、積極的な誘
致活動を展開していくと明言された。
　２年後に流通経路が変化することや、長
い年月がかかっていること等が広報紙には
何も載っていない。

大阪や東京へ担当職員が出向き江

戸崎工業団地の説明を実施してい

ます。

　今年度は、稲敷市や茨城にゆかりのある

経営者の企業リスト作成を進めており、意

向など調査の上でターゲットを絞って、営

業活動をどんどんやっていこうと思います。

江
戸
崎
工
業
団
地

の
地
名
は
４
月
か

ら
「
江
戸
崎
み
ら
い
」
に

変
更
さ
れ
た
が
、
企
業
誘

致
活
動
そ
の
も
の
は
進
ん

で
い
る
の
か
、
ま
た
活
動

の
中
身
や
流
れ
は
、
市
民

に
は
全
然
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

事
業
開
始
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
圏
央
道
開
通
が

２
年
後
に
控
え
て
い
る
こ

と
や
人
口
減
少
問
題
を
解

消
す
る
観
点
か
ら
、
企
業

誘
致
は
今
ま
さ
に
重
要
な

タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
る
事

業
の
一
つ
で
あ
る
。

　

田
口
市
政
で
は
、
江
戸

崎
工
業
団
地
の
企
業
誘
致

の
あ
り
方
や
活
動
の
推
進

を
今
ど
う
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
説
明
責
任
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

山
本

昨
年
度
は
土
地
の

造
成
と
調
整
池
の

工
事
に
着
手
し
、
全
体
分

譲
面
積
29
・
１
ha
の
う
ち

14
・
２
ha
を
第
一
期
分
譲

エ
リ
ア
と
し
て
、
本
格
的

な
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
分

譲
に
よ
る
企
業
誘
致
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
活
動
に
つ
い

て
は
、
県
企
業
局
所
管
の

工
業
団
地
と
い
う
こ
と
で
、

県
と
連
携
し
た
形
で
の
誘

致
活
動
が
基
本
と
な
り
ま

す
。

江
戸
崎
工
業
団
地
推
進
の
方
向
は

田
口
市
長 

県
と
連
携
し
て
誘
致

山本 市長

市
長



14稲敷市議会だより　第25号

一
般
質
問

根 本 光 治
議　員

市の地域経済復興ビジョンを問う
田口市長  プレミアム商品券で活性化を図る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
一
定
の
効
果

は
あ
る
が
、
大
半
が
大
型

店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
使
わ
れ
、
商
店
街
に
は

効
果
が
見
え
な
い
。

　

災
害
復
興
と
い
う
の
な

ら
、
利
益
の
一
部
を
復
興

に
充
て
る
べ
き
だ
が
明
確

で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、

効
果
の
あ
る
施
策
を
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
。

根
本

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
７
月
に
発
行

し
、
再
度
、
年
末
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
商
店
街
に

も
効
果
は
あ
る
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
に
呼

び
か
け
て
全
市
民
を
対
象

に
復
興
支
援
を
目
的
と
し

た
産
業
ま
つ
り
等
を
企
画

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ま
っ
た
く
の
自
粛
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
何
と
か
活

性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
皆
様
と
同
じ
で
す
。

市
長

大震災後は地域経済が低迷し、飲食店等は売り上げが約半減という危機的状態
が続き、製造販売業も原材料の高騰による減収等、すべての業種に波及している。

この状態を打破し活性化する一手段としてイベントがあるが、市のメインイベントであ
り、合併前から続いた稲敷夏まつり花火大会は中止となった。
　過度な自粛は負の連鎖を招き、主体性のない負の連鎖に生産性は無い。同じ市内でも、
元気な地域がより元気になることは不謹慎なのか。また、むしろ元気な地域が被災地を
支える方がより健康的ではないのか。
　自粛の方向で進む当市は、どのような復興ビジョンを持って地
域経済の活性化を考えているのか。

本年はチューリップまつりを中止し、夏まつり花火大会

も被災した市民の気持ちを考えると、残念ではあります

が自粛せざるを得ないと考えました。

　当面の復興を見据えた事業としては、プレミアム付きの災害復

興支援商品券発行経費を補正予算へ計上しました。また、東京都

葛飾区と連携して葛飾産業フェアに出店し、本市の農産物や特産

品の安全性をアピールすることも検討しています。

根本

市長

昨年、大盛況だったいなしき夏まつり
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市
政
を
問
う

大湖 金四郎
議　員

コンポスト等の生ごみ処理につい
ては、臭いや時間がかかる等の欠

点があったが、埼玉県久喜市では見事に解
決した事例がある。
　その方法を使うと、24 時間で約 90％
が肥料になり、臭わず水分も出ない優れも
のである。
　循環型社会ではごみ処理の分別が最大の
課題であり、これからのバイオマスタウン
構想の第一歩であると考えるが、どう捉え
ているのか。
　

現在のコンポスト方式では問題が

あり、普及が伸びない状況です。

新しい方式を聞いて、非常に参考になると

受け止めており、その知識を高めて今後の

取り組みを行いたいと思います。

　今後のごみ分別化という点については、

環境的な見地を含め、大いに推進していく

価値があると思っています。

い
ま
稲
敷
市
全

体
に
元
気
が
な

く
、
商
店
街
に
は
停
滞
感

が
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
報
道
等
で
も
自

粛
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
、
動

い
て
活
性
し
よ
う
と
い
う

「
静
か
ら
動
へ
」
の
考
え

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
県

で
も
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

し
て
復
興
に
向
け
て
の
力

を
育
て
た
い
と
い
う
方
向

に
動
い
て
い
る
。

　

自
粛
は
す
ぐ
に
や
め
て
、

市
の
諸
行
事
等
、
市
民
が

元
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

な
政
策
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。

土
浦
市
や
取
手

市
で
は
既
存
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
震
災
被
害
が

本
市
ほ
ど
著
し
く
な
か
っ

大
湖

た
こ
と
が
実
施
の
背
景
に

あ
る
気
が
し
ま
す
。

　

本
市
の
復
興
を
促
進
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

根
本
（
光
）
議
員
へ
の
答

弁
の
と
お
り
で
す
が
、
敬

老
会
や
文
化
祭
に
つ
い
て

は
、
災
害
復
旧
作
業
が
本

格
化
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

市
全
体
が
一
つ
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

元
気
を
取
り
戻
せ
る
施
策
実
施
を

田
口
市
長 

敬
老
会
・
文
化
祭
は
実
施
へ

市
長

ごみ処理分別をどう考える
田口市長  分別化推進の価値あり

大湖 市長

活気溢れる江戸崎祇園まつり
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一
般
質
問

浅 野 信 行
議　員

農地・水関連事業活用で農道整備を
田口市長  市に農道はなく対象外

今年度で廃止予定の農地・水・環境保全向上対策事業は、存続要望の多い事業
だが終わってしまうのか。農水省がホームページで公表している農地・水保全

管理支払い交付金事業では、新たに向上活動支援交付金が加わり、水路や道路等の長寿
命化のための補修、更新活動等が認められることにより、農道のアスファルト舗装等が
できることとなるのか。
　従来の登録団体でなくても新規登録は可能なのか。稲敷市が他に率先して、こういう
施策を講じていくような決意はないのか、市長の考えを問う。

平成 19 年度からの農地・水・環境保全向上対策事業では、

市内で 38 の共同活動組織、営農活動 1組織が活動してい

ます。今年度で事業は終了となりますが、今後の事業継続につい

ては平成 24年度予算概算要求時に動向が示されます。

　農地・水保全管理支払い交付金事業では農道整備が該当となり

ますが、市内の道路は全て市道認定されており、市には農道がな

いため該当しません。しかし、田んぼの中の道路でも緊急性、要

望の多い道路等については市で整備しますが、国へも働きかけて

いきたいと思います。

　また、この事業は従来の活動組織への上乗せであるため、既成

組織が対象です。まだ国でもはっきりしていないため、新たな組

織の追加については未定です。

浅野

市長

周知の図られる農地水関連事業
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― 公開性を高める改革を推進 ―― 公開性を高める改革を推進 ―

　

議
会
だ
よ
り
第
24
号
（
前

号
）
中
、
12
頁
に
記
載
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
関

係
す
る
皆
様
に
心
よ
り
お
詫

び
し
、
次
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

●
紙
面
中
段
：
根
本
光
治
議

員
の
質
問
部
分

　

（
第
２
段
落
目
）

【
誤
】

　

な
ぜ
当
初
計
画
を
実
勢
価

格
で
比
較
検
討
し
た
の
か

　
　
　

←

【
正
】

　

当
初
計
画
を
実
勢
価
格
で

比
較
検
討
は
し
た
の
か

と

訂

正

お

詫

び

開かれた議会を目指して！開かれた議会を目指して！開かれた議会を目指して！

　市議会の公開性を高め、市民の皆様に議会を身近に感じていただき、議会の活
動を知っていただくための試みとして、種々の議会改革を行っています。
　議会傍聴・議会報告会等へぜひお出かけください。
　また、市ホームページ内にも各種情報が掲載されておりますのでご覧ください。

○議会報告会を開催します
　　日時：10月 29日（土） 午後 1時 30分
　　会場：市役所江戸崎庁舎　2階会議室
　　内容：議会活動概要の報告

○議会活動の状況をホームページで公開しています
　　①本会議の会期日程
　　②議案一覧及び審議結果
　　③一般質問要旨
　　④議会本会議、常任委員会への議員の出欠状況
　　⑤議員の表決（議案に対する賛否の意思表示）状況
　　⑥議会録画放送・議事録
　　⑦議長交際費の執行状況
　　⑧議会だより（バックナンバー：声の議会だよりを含む）
　　　　＊上記①～⑥は定例会・臨時会ごとに表示しています。
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

大
湖　

金
四
郎　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
29
号
の
前
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
先
決
処
分
案
件
は
、
東

日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
た
め
の
増

額
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
稲
敷
市
の
被
害
想
定
額
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
最
大
で
約
１

５
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
34
号
の
本
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
先
決
処
分
案
件
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
を
受
け
た
各

施
設
等
の
応
急
復
旧
費
用
及
び
修
繕

料
等
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
緊
急
の
災

害
等
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
市
の

情
報
管
理
を
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

の
導
入
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
と

共
同
利
用
で
の
取
組
み
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
42
号
の
本
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
で
は
、
財
政
課
か
ら
、
今

回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、「
本

格
復
旧
・
復
興
に
要
す
る
経
費
」「
災

害
救
助
・
被
災
者
支
援
・
応
急
復
旧

に
要
す
る
経
費
で
追
加
が
必
要
な
経

費
」「
震
災
の
影
響
に
よ
り
当
初
予

算
に
計
上
し
た
予
算
の
執
行
が
出
来

な
く
な
る
も
の
の
減
額
」「
そ
の
他
、

緊
急
等
や
む
を
え
な
い
も
の
」
の
４

つ
を
編
成
基
準
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
、

全
て
が
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
３
議
案
全
て
、
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
承
認
・
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

第
２
回
定
例
議
会
で
は
議
案
７
件

が
当
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
査
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
29
号
の
前
年
度
補
正
予
算

で
は
、
生
活
環
境
課
か
ら
東
地
区
の

消
防
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

20
基
の
交
換
工
事
分
の
繰
越
明
許
費

で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
33
号
は
、
国
民
健
康
保
険

条
例
を
一
部
改
正
し
、
本
年
3
月
ま

で
暫
定
的
に
出
産
一
時
金
に
加
算
さ

れ
て
い
た
４
万
円
の
恒
久
化
を
図
る

も
の
で
、
被
保
険
者
に
有
利
な
改
正

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
34
号
の
本
年
度
補
正
予
算

案
件
で
は
、
放
射
線
測
定
器
購
入
等

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
市
で
は
県

か
ら
交
付
さ
れ
た
機
器
と
同
程
度
の

性
能
を
持
つ
測
定
器
２
基
を
発
注
済

だ
が
納
品
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
水

や
土
壌
、
野
菜
等
の
測
定
は
別
途
サ

ン
プ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
委
員
か
ら
、
高
速
道
路
通
行
に

有
利
な
被
災
証
明
書
の
発
行
や
震
災

に
よ
る
瓦
礫
破
砕
後
の
再
利
用
等
、

震
災
関
連
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
39
号
は
震
災
の
緊
急
対
応

と
し
て
、
市
民
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
、
雑
損
控
除
・
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
特
例
等
被
災
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
の
市
税
条
例
の
改
正
で
、
被

災
者
へ
の
配
慮
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
４
議
案
は
い
ず
れ
も
専
決

処
分
で
あ
り
全
会
一
致
に
よ
り
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
40
号
は
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
賦
課
限

度
額
を
改
正
す
る
も
の
で
、
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
42
号
、
平
成
23
年
度
補
正

予
算
（
第
2
号
）
で
は
退
職
消
防
団

員
報
奨
金
や
瓦
礫
の
搬
入
処
分
経
費
、

災
害
援
助
資
金
の
貸
付
金
、
罹
災
施

設
の
補
修
費
等
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

議
案
第
41
号
の
災
害
弔
慰
金
支
給
等

に
関
す
る
条
例
改
正
案
件
と
と
も
に
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

篠
崎　

力
夫　

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
13
件
及
び
請
願
１
件
に
つ
い

て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
29
号　

専
決
処
分
の
前
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

で
は
、
建
設
課
か
ら
、
今
回
の
大
震

災
に
よ
り
、
工
事
を
中
止
し
た
も
の

等
を
、
次
年
度
へ
繰
越
し
た
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
34
号　

専
決
処
分
の
当
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

で
は
、
農
地
等
の
災
害
復
旧
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
被
害
が
甚
大
な
た

め
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
災
害

復
旧
に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
方
針
に
よ
り
補

正
予
算
を
計
上
し
た
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
建
設
課
、
道
路
維

持
課
か
ら
は
、
災
害
復
旧
に
伴
う
国

の
災
害
査
定
を
受
け
る
た
め
の
経
費

及
び
、
災
害
応
急
復
旧
に
お
け
る
備

品
購
入
、
修
繕
費
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
専
決
処
分
に
よ
る
補
正
予

算
は
各
議
案
と
も
主
な
る
も
の
は
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
災
害
復
旧

に
係
わ
る
経
費
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か

議
案
11
件
に
つ
い
て
も
詳
細
な
説
明

を
受
け
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
付
託

さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
当
市

の
基
盤
産
業
が
農
業
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
実
現
す
る
と
取
り
返
し
が
つ
か

な
く
な
る
と
し
て
願
意
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日

前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ

の
定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

根　

本　
　
　

保

副
委
員
長　
　

松　

戸　

千　

秋

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

篠　

崎　

力　

夫

委　
　

員　
　

大　

湖　

金
四
郎

委　
　

員　
　

岡　

沢　

亮　

一

　
「
人
間
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
自
分

の
顔
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。」
こ
の
言
葉
は
、
ア
メ
リ
カ
第
16

代
大
統
領
リ
ン
カ
ー
ン
が
友
人
に
言
っ

た
言
葉
で
す
。
20
代
や
30
代
頃
ま
で

は
、
若
さ
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
綺
麗
で

す
が
、
時
の
流
れ
に
よ
り
人
は
誰
も
平

等
に
年
老
い
て
い
き
ま
す
。
40
代
か
ら

は
、
い
か
に
生
き
た
の
か
、
何
に
費
や

し
生
き
て
き
た
の
か
が
顔
に
現
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
手
を
差
し

伸
べ
て
あ
げ
た
り
、
苦
し
み
や
悲
し
み

に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
た
り
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
身
近
な
こ
と
が
大
切
な
気
が
し

ま
す
。

　

奇
し
く
も
、
大
震
災
に
よ
っ
て
日
本

は
い
ま
、
全
国
民
が
手
を
取
り
合
っ
て

復
興
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
震
災
か
ら
3
カ
月
以
上
が
経
ち
、

震
災
の
爪
痕
を
大
き
く
残
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
決
し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

い
つ
も
前
向
き
に
、
明
る
い
プ
ラ
ス

思
考
で
心
を
磨
い
て
、
い
い
顔
で
い
た

い
も
の
で
す
。

 

松
戸　

記

　

こ
の
度
、
現
職
議
員
３
名
、
前
職
者
１
名
に
対
し

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年
市
政
の
振
興
に
努

め
ら
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
評
議
員
と
し
て
の
会
務
運
営
へ
の
協
力

に
対
し
て
、
２
名
の
議
員
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会

　

表　

彰　
　
　

根　

本　

勝　

利

　
　
　
　
　
　
　

長　

坂　

太　

郎

　
　
　
　
　
　
　

堀　

口　

正　

良

　
　

（
前
議
員
）　

井
戸
賀　

吉　

男

　

感
謝
状　
　
　

長　

坂　

太　

郎

　
　
　
　
　
　
　

堀　

口　

正　

良

　

ま
た
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
現
職
議
員
６

名
、
前
職
者
２
名
へ
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
及
び
市

政
貢
献
の
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　

表　

彰　
　
　

根　

本　
　

保

　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　
　

源

　
　
　
　
　
　
　

木　

内　

義　

延

　
　
　
　
　
　
　

篠　

崎　

力　

夫

　
　
　
　
　
　
　

柳　

町　

政　

広

　
　
　
　
　
　
　

高　

野　

貴
世
志

　
　

（
前
議
員
）　

本　

橋　

秀　

夫

　
　

（
前
議
員
）　

平　

山　
　

寧

議
員
表
彰
等

議
員
表
彰
等

　市議会は、傍聴できます。

　この６月議会では、期間中、のべ１３人の皆

さまが傍聴しました。稲敷市役所東庁舎の２

階で当日に受付けています。

　次回の定例会の詳しい日程については、

議会事務局までお問い合わせ下さい。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんみませんかか

月

次回定例会開会予定は

9 6 日火となります。


